
練馬区全体 練馬署 光が丘署 石神井署
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被害金額
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件数

被害金額

令和５年

(※速報値)
150件 2億9,880万円 68件 9,110万円 33件 7,060万円 49件 1億3,710万円

令和４年 154件 2億4,720万円 70件 1億410万円 40件 4,720万円 44件 9,590万円

令和３年 125件 2億3,160万円 46件 7,090万円 23件 6,700万円 56件 9,370万円

令和２年 139件 4億5,280万円 68件 1億9,680万円 24件 1億3,570万円 47件 1億2,030万円

⑴ 区内の特殊詐欺認知件数および被害額（年別）

⑵ 区内の特殊詐欺認知件数（月別推移）

特殊詐欺対策について３

１
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

令和５年 16 6 10 12 7 8 11 18 21 20 6 15

令和４年 3 2 10 15 12 17 15 14 14 22 16 14

令和３年 13 10 10 6 11 5 9 15 9 16 5 16

令和２年 6 5 23 11 12 14 11 11 13 7 13 13

0

5

10

15

20

25

令和５年 令和４年 令和３年 令和２年



練馬区 「参考資料 練馬区の安全・安心施策について」を参照

３警察署共通
・無人ATMの巡回パトロール（町会・母の会等と連携）

・三警察署合同による特殊詐欺対策イベントの開催

練馬警察署

・携帯電話の待ち受け画像による啓発

・有名漫画家による被害防止啓発チラシ作成

・「ねりま安全安心フェス2023」において

一日警察署長とのトークショーによる被害防止啓発

光が丘警察署

・保険会社との被害防止啓発合同キャンペーン

・自衛隊練馬駐屯地での注意喚起協力事業

（自衛隊職員が駐屯地外を訓練で走る際に特殊詐欺
被害防止タスキを着用する。）

石神井警察署

・防犯協会等の警察協力団体による
被害防止キャンペーン

・都立高校において、闇バイト防止のための

犯罪加担防止教室を開催

＜保険会社との合同キャンペーン＞

２

特殊詐欺対策について３

＜トークショー＞
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⑶ 区と警察署がそれぞれ実施している特殊詐欺対策事業

＜被害防止キャンペーン＞ ＜犯罪加担防止教室＞

＜待ち受け画像＞



リーフレット等
による周知啓発

区と区内３警察署が連携し、特殊詐欺や悪質な訪問販売に関する注意喚起を目的と
したリーフレットやシールを作成し、周知・啓発に努めています。

自動通話録音機
の貸与事業

特殊詐欺被害の未然防止効果の高い自動通話録音機を、65歳以上の方がいる世帯
を対象に貸与しています。地域包括支援センターや消費生活センター、各警察署から、
詐欺被害者や相談のあった方に随時貸与しています。

高齢者対象
セーフティ教室

の開催

高齢者の犯罪被害を防止するため、区立施設において「高齢者対象セーフティ教
室」を開催しています。当日は、講師となる警察署員が、高齢者に対し、最新の犯罪
手口や防犯対策を紹介します。

＜各警察署での貸与台数（直近４か年）＞

自動通話録音機

練馬警察署 光が丘警察署 石神井警察署 年度別合計

５年度
（12月末）

51 35 42 128

４年度 89 134 40 263

３年度 148 55 172 375

２年度 76 33 55 164

３警察署合計 364 257 309 930

３

特殊詐欺対策について３

「ドアをすぐに開けないで」
シール

特殊詐欺注意喚起
リーフレット

悪質な訪問販売
注意喚起チラシ

・「ドアをすぐに開けないで」シール

・特殊詐欺注意喚起リーフレット

・悪質な訪問販売注意喚起チラシ 等
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⑷ 区・警察署との連携事業



４

特殊詐欺対策について３

① 特殊詐欺被害は件数、被害額ともに依然として多い。
（令和５年11月末の被害件数は、23区内で２番目）

② 区や警察署単独の取り組みだけではなく、連携して特殊詐欺への対策に取り
組んでいく必要がある。

巧妙化する特殊詐欺から、地域で高齢者等を守る
ためには、安全・安心協議会としてどのような取組
が必要か。
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⑸ 課題と今後の方向性
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